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• フロントパネル
1. PLL ステータス LED

2. アナログ電源ステータス LED

3. データストリームステータス LED

4. タイト PLL ステータス LED

5. デジタル電源ステータス LED

6. オフセット調整

7. ゲイン調整

8. リセットボタン

UART 接続仕様
ボーレート：115200
フォーマット：8-N-1

USB 接続時、デバイスは CH340 シリアルインターフェースとして認識されます。

データ出力レート
0.1 秒（固定）

EFC 出力
最大出力電圧

±3.5 V

データ出力例
1.790728e+00 -3359.046173
1.783133e+00 -3453.221512
1.791057e+00 -3301.825714
1.791064e+00 -3484.215927
1.777067e+00 -3485.408020
1.776427e+00 -3561.105919
1.776253e+00 -3513.422203
1.770705e+00 -3637.399864
1.763964e+00 -3694.620323



TimeLab を使用する場合は、以下の設定で読み込みます。

Acquire → Counter → Talk-Only モード

（10 MHz 測定例）

•

Q&A

1. 基板のノイズフロアを測定する場合、
EFC を使用せず、同一の基準信号を REF と DUT の両方に分配するだけで測定できますか？

できません。

残留ノイズフロアを正確に評価するには、PLL ループを閉じた状態で測定する必要があります。

ADC および MCU による演算処理は、PLL のアクティブループには含まれていません。

そのため、ループが開いた状態ではシステムの真の残留性能を評価することができません。

残留フロアを正しく測定するには、以下の手順を行ってください。

• EFC ピンを使用して 2 つの発振器をロックする（閉ループ状態）

• 信号を分配する

• TIC（Time Interval Counter）または TSC 系測定器を使用して測定する

特に 短い τ（tau）領域の挙動を観察する場合に有効です。



2. (T)PLL はどのように調整すればよいです
か？

データストリームの 1 列目は、1 Hz/V の任意スケールによる周波数指標を示しています。

同時に、この値は ADC に入力される第 1 段アンプのバッファ出力電圧にも比例しています。

（マニュアル中の LED No.1 に対応）

データストリームの 2 列目は、位相比較器（フェーズディテクタ）の IF 出力電圧を

マイクロボルト（µV）単位で示しています。

この値は

• 差動測定

• ダブルローパスフィルタの前段

で取得されています。

実用例
2 台の Vectron OCXO を REF と DUT に接続し、

EFC を REF 側に接続した場合を例とします。

まず **オフセット（上側トリマ）**を調整し、

次に ゲインを微調整します。

その結果、以下のようなデータストリームが得られる場合があります。

2.665919e+00 236.902046
2.665863e+00 250.611115
2.666429e+00 243.458557
2.665918e+00 244.650650
2.666081e+00 404.391098

この状態では PLL ループは閉じています。

EFC トリマ付近のテストポイント
EFC トリマの近くには 2 つのテストパッドがあります。

例：

マルチメータ測定

EFC 電圧

約 0.5 V

ADC 入力電圧（1 列目）

約 2.6 V



SYPD1 出力（2 列目）

約 200 µV

タイトロックの確認
一般的に、2 列目の値が ±5000 µV 以内に収まると、

TPLL インジケータ（LED No.4）

（データ出力コネクタ付近の下側 LED）

が点灯します。

これは、システムが タイトフェーズロック領域に入ったことを示します。

また **PLL インジケータ（LED No.1）**も
ロック状態の確認に有用です。

この LED は 第 1 段アンプの出力レベルを直接反映します。

EFC を接続せずに 2 台の OCXO を接続して動作を観察することで、

挙動を理解することも可能です。

最適動作ポイント
最適な動作点は 固定ではありません。

これは 使用する OCXO の特性に大きく依存します。

一般的な市販 OCXO の場合、

最適動作時の ADC 入力電圧（1 列目）は

約 2.6 V ～ 2.9 V

付近に収束することが多いです。

オフセットおよびゲイン調整
Bourns 製トリマの調整ノブは小さいため、

適切なサイズのマイナスドライバーを使用してください。

これらの調整は 通常の操作として積極的に行うものです。

言い換えると、これらは発振器をロックするための

「舵（ラダー）」のような役割を果たします。

初期キャリブレーションについては 特に気にする必要はありません。



重要事項
MCU 内部で実装されている DC オフセット補正は、

10 MHz 動作を前提として設計されています

（SYPD1+ データシート仕様に基づく）。

そのため、他の周波数で使用する場合は

後処理で補正が必要となる場合があります。

トリマの回転範囲
トリマは回転限界に達すると

軽いクリック感で確認できます。

推奨調整手順
1. PuTTY などの ターミナルソフトを開いた状態で調整する

2. 調整完了後に ターミナルを閉じる

3. TimeLab を起動して測定を開始する

3. MODE A / MODE B の接続構成

MODE A
• 同一仕様の発振器（例：10 MHz OCXO ×2）

• EFC は REF 側に接続

MODE B
• DUT

最も安定な基準発振器

（例：Rubidium または GPS 標準）

• REF
DUT にロックされる発振器

• EFC
REF 側に接続



オフセットおよびゲインは

目的とするロック挙動に合わせて調整してください。

4. MODE B で OCXO を GPSDO または 
Rubidium にロックした場合、

TPLLV1/A の出力が GPSDO の実際の ADEV を示さないのはなぜですか？

MODE B では、本装置は アクティブなサーボループとして動作します。

そのため出力データは

EFC（Electronic Frequency Control）電圧の変動

を反映します。

これは PLL がロックを維持するために行っている制御量であり、

発振器そのものの Allan deviation を直接示すものではありません。

重要
TPLLV1/A の出力は、直接的な位相／周波数測定には MODE A で使用してください。

MODE B のロック性能評価方法
ロック性能を評価するには、

発振器の出力を 分配し、

以下のような外部測定器を使用してください。

• TIC（Time Interval Counter）

• DMTD システム

• TSC 等の位相測定器

これらを 高安定な周波数標準に対して測定します。
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